
（公社）相模原青年会議所第５７代理事長 梅津 賢一

地域コミュニティに新たな価値を見出す
青年会議所とラジオとの連携



青年会議所とラジオ局が
連携するメリットとは



１．自己紹介

２．青年会議所の運動について

３．エフエムさがみとの連携について

４．総括
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梅津 賢一 （うめづ けんいち）

１９８３年１１月２４日生まれ （３８歳）

株式会社梅津測量設計 代表取締役

土地家屋調査士

私立立教大学法学部法学科卒業

（公社）相模原法人会 会員

相模原商工会議所 会員

第４９回相模原市民まつり実行委員会実行委員長

第１６代相模原観光親善大使運営委員会運営委員長

（公社）相模原青年会議所



会員数 160名(2022年6月1日現在)



JC宣言

日本の青年会議所は

希望をもたらす変革の起点として
輝く個性が調和する未来を描き
社会の課題を解決することで

持続可能な地域を創ることを誓う



To provide development opportunities that empower 
young people to create positive change.

より良い変化をもたらす力を青年に与えるために

発展・成長の機会を提供すること

JCI Mission
私たちの使命



To provide development opportunities that 

empower young people to create positive change.

運動をつくれる力を青年に与えるために

発展・成長の機会を提供すること

JCI Mission
私たちの使命



運動とは何？

特定の人や集団の
考えと行動を変えるために

行動すること



事業（運動）のつくり方



なぜ （背景、現状分析）



なんのために （目的）



どのように（手法）
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販売開始

アベチアキ

まごころ弁当

子どもたちが
未来を創り出す力
を育むために



誰もが助け合うまちにするために



地域経済活性化
に向けた
コンポスト
プロジェクト



学校給食でSDGｓの普及推進
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エフエムさがみとの連携



２０１９年１０月の「令和元年東日本台風」による市内での被害

→ 情報共有と情報発信の必要性



パートナーシップ
２０２０年５月～ 賛助企業として連携
２０２０年１０月～ 災害時における情報協力に関する協定を締結



エフエムさがみへの情報集約と発信

SNSを活用した防災訓練の実施



第４９回相模原市民桜まつり



４月２日、３日に開催を予定していたが

新型コロナウイルスによる

まん延防止等重点措置が

３月まで発令されていたために中止



→急遽コロナ禍でもできる代替案の企画を発案







各企画で連動
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直面する課題

・少子高齢化の進行などによる義務的経費の増大
・公共施設の老朽化
・災害の復旧と災害に強いまちづくり
・行財政基盤の構築

相模原市のこれから



青年会議所とラジオ局の共通点

↓

地域コミュニティのハブとなる



日々の連携がいざという時の力になる



お問合わせ

公益社団法人 相模原青年会議所

専務理事 川井赳彦

メール： take-kawai@s-himawari.jp

電 話： 090-4713-5980 

ご清聴ありがとうございました。

mailto:Take-kawai@s-himawari.jp
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